会　議　録（概要）
	会議の名称
	佐渡市文化振興ビジョン検討懇談会（第１回）

	開催日時
	令和３年８月２日（月）１４：００～１６：００

	場所
	佐渡島開発総合センター　２階　第３会議室

	議題
	（１）検討懇談会のスケジュールについて
（２）佐渡市文化振興ビジョン（仮称）の趣旨について
（３）ビジョンの体系図（たたき台）における基本目標等について

	会議の公開・非公開

（非公開とした場合は、その理由）
	公開

	出席者
	【参加者】
　１０名　（１名欠席）
（学識経験又は専門知識を有する者、文化芸術に関する活動を行っている者、関係機関の職員等）

【オブザーバー】
世界遺産推進課　課長　下谷徹
（一財）佐渡文化財団　事務局長　宇治美徳
【事務局：佐渡市教育委員会社会教育課】
教育長　新発田靖
社会教育課　課長　市橋秀紀
同　佐渡学センター　センター長　濱﨑賢一
同　文化振興係　係長　鶴間基宏
同　文化振興係　主事　石川奏重

	会議資料
	（１）第１回佐渡市文化振興ビジョン検討懇談会次第
（２）佐渡市文化振興ビジョン検討懇談会名簿
（３）策定スケジュール【資料１】
（４）佐渡市文化振興ビジョン（仮称）の趣旨【資料２】
（５）文化振興ビジョン体系図（たたき台）【資料３】
（６）他市町村の例【資料３－１】
（７）佐渡市文化振興ビジョン検討懇談会開催要綱

	傍聴人の数
	０人

	備考
	


	会議の概要（発言の要旨）

	発言者
	議題・発言・結果等

	
	１　開会

	
	２　あいさつ

	
	　新発田教育長によるあいさつ

	
	３　座長の選任

	
	参加者Ⅾ氏が選任された。

	
	４　協議事項
【協議事項１　検討懇談会のスケジュールについて】

	鶴間係長
	（事務局より説明）

・基本的に令和４年３月までに完成させるスケジュールで組んでいる。
・本日の懇談会では、基本方針について一定の結論を出したい。それをもとに次回以降、市民アンケートの内容を検討→市民アンケートの実施→ビジョンの素案の作成→教育委員会の意見聴取→パブリックコメント、と進めていきたい。
・懇談会の進め方次第によっては、回数が増えることもありうる。

	А氏
	第２回の懇談会は、８月に実施するのは難しいのではないか。

	鶴間係長
	市民アンケートを実施することを考えた場合、基本方針、施策まである程度固めるとアンケートの内容を作りやすくなる。９月頃には市民アンケートを実施できる体制を整えたい。忙しいと思うが、８月末か９月頭くらいに実施したい。

	Ｇ氏
	今回の新しいビジョンを作成するにあたっては、旧文化振興ビジョンの内容がどの程度達成できていて何が達成できていないかを明らかにしてから、議論に入るべきではないか。

	鶴間係長
	おっしゃるとおりである。事務局の方で、旧文化振興ビジョンの内容の進捗状況について資料を作成していなかった。作成次第、皆様に送付させていただく。

	Ｃ氏
	旧文化振興ビジョンが策定された2010年の佐渡の状況は、人口、財政、世界遺産の動向、文化財団の設立など、かなり変わってきている。その点で、どのくらい達成できたかということ以上に、今置かれている状況が明らかに変わっているということも踏まえるべきである。

	
	【総括】
・旧文化振興ビジョンの現在の進捗状況及び現在の佐渡市の現状の確認の上、資料を作成し、送付する。
・第２回の懇談会については、日程調整の上、なるべく早く（盆前に）案内を出す。

	
	【協議事項２　佐渡市文化振興ビジョン（仮称）の趣旨について】

	
	①文化の範囲について

	鶴間係長
	（事務局より説明）
事務局の案では、佐渡市文化振興ビジョンが対象とする文化の範囲は、文化芸術振興基本法が対象としているもののほか、衣食住などの生活様式、景観、自然環境など幅広い文化を対象としたい。

	座長（Ｄ氏）
	本日欠席されているＦ氏からの意見も読み込んでいただき、参考にしながら意見をいただきたい。Ｆ氏は、自然環境のようなところも含めた方がいいのではないか、という意見になっている。

	Ｈ氏
	「文化」という言葉はよく使っているが、実際に中身はどういうものかといろいろと調べたり考えたりしたが、難しい部分がある。これから議論を進める中で範囲を絞っていき、機会あるごとに文化の範囲について考えながら、この懇談会のメンバーである程度共通認識を持ちながら進めていくのがよいと思う。

	Ｋ氏
	私は、文化の範囲については幅広く捉えるところからスタートすべきと思う。また、資料の「参考」には、佐渡の文化でも中核になる世界文化遺産に関わることの表記があまりないが、そうした歴史的な内容についてもここに入れるべきと思う。


	Ｃ氏
	佐渡のようにこれだけ文化が凝縮されたまちというのはない。佐渡独自のものを入れていくべきと思う。佐渡の場合だと、アニメーションや漫画はメインに持っていかなくてもよいと思う。

	Ａ氏
	資料の「参考」に挙げられているのは、一般的なものが書かれており、佐渡独自のものを洗い出し、整理して載せるべきと思う。また、佐渡の豊かな自然についても環境の中にいれていただきたい。

	
	【総括】
現時点では文化の範囲を絞ることはせず、まずは事務局案で議論をスタートし、議論を進める中で特に重点的に保存や継承をしていくものを考えていく。

	
	②ビジョンの策定目的について

	鶴間係長
	（事務局より説明）
「（省略）市民一人ひとりが郷土に誇りと愛着を持ちながら豊かな社会生活を送ることができるよう文化に関する施策を総合的かつ計画的に推進することを目的に策定する」。

	
	（特に意見なし）

	
	③ビジョンの位置づけについて

	鶴間係長
	（事務局より説明）
・現在策定中の佐渡市総合計画を最上位計画として、その下に位置付ける。
・関連計画として、佐渡市教育大綱や佐渡市教育振興基本計画、佐渡市歴史文化基本構想などとの整合性を図る。

	
	（特に意見なし）

	
	④ビジョンの期間について

	鶴間係長
	（事務局より説明）
《案１》５年、《案２》10年とし５年で見直しをする、の２案を提案。

	Ｇ氏
	期間に関しては、現在の状況を考えると10年というと大昔になってしまう時代の流れなので、５年で考える方がよい。

	Ｃ氏
	５年は短すぎると思う。実際、企画をして実行に移すには３年はかかる。上位計画である総合計画が10年とうたっているわけであり、それに合わせて10年のビジョンとし、5年経ったら中間の見直しをすべきと思う。
ビジョンは大きな大綱、大きな枠組みを作るというものなので、長い方がよい。

	Ｋ氏
	佐渡市の実情を見ると、10年は少し長すぎるという印象である。トップが変わると予算の裏付けが変わることもあり、5年くらいが妥当と思う。ただし、骨子は変わるものではなく、将来まで、10年20年と続くような根幹を作り、5年ごとにこれを修正すべき。

	Ｊ氏
	長いスパンで決めてもいいが中間での見直しは必要であり、10年と決めても5年ごとの見直しをするといった原則的なものを組み込むことが必要である。

	
	【総括】
《案２》10年の計画で5年で見直す、を採用する。

	
	⑤補足：旧文化振興ビジョンとの関係について

	濱﨑センター長
	（事務局より補足説明）
今回作る文化振興ビジョンは、前回の旧文化振興ビジョンの内容を少しずつ変えるというものなく、世界遺産登録も見据えた中で、全体的な作りこみを一から考えるものと考えている。

	Ｃ氏
	そうはいっても、改めて今の時点で旧文化振興ビジョンを読んでみても、大きな部分はトレースする必要があると思う。ただ時代が変わってきているので、その点は考え直す必要がある。メーターゼロから考え直すというのは、立場としてよくわかるが、この部分については当然含めて考える必要があると思う。

	Ｇ氏
	私も、前回の旧文化振興ビジョンはかなりの有識者が集まって検討されており、現在にも通じるものがあると思うので、ぜひこれを大切にしながら考えるべきと思う。

	Ｈ氏
	私も、基本的に根幹の部分のビジョンはそう変わることはないと考える。問題は、具体的な部分であり、ビジョンという大きい看板を掲げてはいるが、少し細かいところも時間があれば懇談会で話し合っていければと思う。

	Ｊ氏
	前回のビジョンにはおそらく点検があったはずであり、その点検も踏まえずに今回の議論を進めていいのか疑問である。

	
	【協議事項３　ビジョンの体系図（たたき台）における基本目標等について】

	鶴間係長
	（事務局より説明）
・資料３の体系図（案）は、あくまで議論を進めるためのたたき台であり、皆様からの意見をもとに修正していきたい。
・現在策定中の佐渡市総合計画の文化振興に関する項目に掲げられている内容を体系図（案）に反映しているが、この懇談会で出た意見を総合計画の方に反映させることも可能である。
・基本目標を考えるにあたりまずは基本方針をある程度固めたい。基本目標が決まれば、それに関わるキャッチフレーズ的なものを基本目標に定め、次回以降、施策の柱を事務局等々で考えたものにご意見をいただきたい。
・たたき台に挙げた基本方針だと、施策のすみわけがおかしくなる場合もあるので、そういう点でもたたき台は無視してかまわない（例：文化財の継承のための担い手育成は、「文化資源の継承」にも「文化を担う人づくり」にも関係する）。

	座長（Ｄ氏）
	・参加者一人ずつから意見をいただきたい。
・基本方針のみでも、基本方針と基本目標のどちらに対しての意見でもかまらない。

	Ｋ氏
	・基本目標について。佐渡の自然は文化とのつながりが大変強いものであり、佐渡の歴史・文化・自然は３本セットとするべきであること、また、「誇る」の表記は広辞苑で見ると「自慢する」「いい気になる」といった意味であり、「誇る」よりは「誇れる」くらいの方がいいと思うので、基本目標は「世界に誇れる歴史と文化と自然の島」とするのがよいと思う。
・文化の保存記録という項目（例：世界遺産に関する絵図や古文書、秋津の菅笠などの伝統的な民芸品）を入れてほしい。
・佐渡の特徴を生かすには、佐渡らしい施策を具体的施策のトップにもっていくべきである。柱に世界文化遺産を据えて、それと一体となる世界農業遺産（システム）やジオパークなどを取り入れてもらいたい。
・文化振興となると、博物館以外にも、アミューズメント佐渡などの文化施設についての検討も必要であり、事務局案に入れてもらいたい。

	Ｊ氏
	・文化の保存・記録が大事な項目だと思う。
・普段は気が付かない、当たり前だと思っていることが文化としての価値を持っているということの発見につながるような、文化を「見つける」という内容が基本方針にあるとよい。

	Ｉ氏
	・佐渡は自然が豊かであるので、歴史と文化と自然の島という３本の内容がよい。
・基本目標の「世界に誇る」の部分は、「誇れる」がよいと思う。

	Ｈ氏
	・具体的なところはいろいろと思うところがあって考えてきたが、大きいところは事務局案の体系図の内容で基本的によいと思う。
・これから施策の柱や具体的施策を話し合っていく中で、基本目標や基本方針の文言を多少修正したり新たな項目を入れるなど柔軟に対応していければいいと思う。

	Ｇ氏
	・基本目標については、「誇れる」の文言の方がよいと思う。
・中身については事務局案でよいかと思うが、基本方針の３つの表記を統一できればと思い、「文化をつなぐ保存活動、保護活動」「文化を担う人材育成」「文化を支える環境整備」がよいと考える。
・基本方針の内容は、すべて人が行うことなので、基本方針の内容が重なる、融合することがあってもいいのではと思う。

	Ｅ氏
	・基本目標について修正意見が出たが、そのとおりだと思う。
・基本方針については、細かい文言については今一つひとつみていく必要はなく、大きな括りとしてはこの方向で行って、今後柔軟に対応するという方向がいいと思う。

	Ｄ氏
	・参考資料の国分寺の振興ビジョンの、「文化に『ふれる』『つなぐ』『はぐくむ』『広める』」がよいと思った。これに「活用」、すなわち観光との絡みを入れていく必要があると思う。文化を継承してつないでいくだけではだめなのではないか、誰かに見てもらうなど見返りがなければ続けていくことは難しいのではないかと思う。

	Ｃ氏
	・文化振興基本法にもあるとおり、地方自治体の一番大きな役割は文化の継承、振興というものであり、ビジョンを作成することは非常に重要である。
・先日、文化財団主催の人形芝居上演会があったが、人形座の中でも優劣がついてしまっていて、消えてしまいそうな座もあった。少子高齢化が住んでいる現状と、それらをどうしていくかということは佐渡のビジョンだからこそ全面的に盛り込むべきであり、担い手づくりも含めてビジョンを作りたい。
・ビジョンは、行政が「こうやりなさい」と作るのではなく、住民自身のやる気を起こすことが大事だ。みんな元気にして文化を守っていく、そういう機運を作り出すことが大事だと思う。
・観光と産業は無視できず、観光や流入人口を高める、ひょっとすると定住につながるというような内容も何らかの形で盛り込みたい。

	Ｂ氏
	・「地域資源の保存・活用」というところで、具体的な施策を考えていた。私達が活動拠点としている建物は文化財であり、勝手にいじるということはできない。しかし、市の方でも予算がなくなかなか直してもらえないところがある。文化財の継承にあたっては、そうした面に手を入れてもらいたいと思う。

	Ａ氏
	・基本目標について。総合計画では「目指す姿」、生涯学習推進計画では「基本理念」となっており、表記が異なるのは統一してもらいたいと思う。「目指す姿」として提案するとしたら、「世界に輝く歴史と文化、自然の宝島」がいいと思う。「守・活・伝」は消した方がいいと思う（他の表現に変えるということで、他の参加者の方々がそれでよければよい）。

・「文化資源の継承」というところで、佐渡市が中心的に取り組む文化振興として、「世界遺産の島づくり」としたらどうか。はっきりとした目標を掲げるのがよいと思った。
・自然の項目、「自然の環境づくり」というのを基本目標に入れてほしい。

	鶴間係長
	（その他、事務局の補足説明など）
基本方針「文化資源の継承」の「文化資源」という言葉の定義・意図については、「文化財」という言葉を使用すると指定された文化財だけに捉えられかねないため、未指定の文化財などもふくめてすべての文化という意味でこのような言葉を使った。

	Ｊ氏
	基本方針の３本柱の大前提として、文化の「保存・伝承」ありきであり、それがあっていろいろな方策、方針、「活用」といった部分が出てくるものと思う。「保存・伝承」が、基本方針全部に関わる、通底しているという共通認識でよろしいか。

	鶴間係長
	当然、保存・伝承した上での活用であり、ビジョンの中にその保存・伝承の部分ももちろん埋め込んでいくべきと思う。

	Ｋ氏
	Ｊ氏がおっしゃったことは、まさに「守・活・伝」の部分ではないかと思う。これを分かりやすい表現にすれば、Ｊ氏がおっしゃったことが強調できるのではないか。

	座長（Ｄ氏）
	「守・活・伝」の部分について、もう少し分かりやすい表記に置き換えられないか事務局で検討してもらいたい。

	Ｃ氏
	市民アンケートについては、今、この懇談会でこのような議論になっているが、基本目標や基本方針はこのような形で組み立てようとしているといった過程、方向性を示しながら質問内容を作らないと、市民の方もどういう風に答えたらいいか分からないと思う。次回の会議で、市民アンケートの方向性も示してもらえるとありがたい。

	Ａ氏
	佐渡市総合計画の市民アンケートの結果を見たが、伝統文化についての市民の関心・意識が低いように感じた。市民アンケートを実施するにあたっては、佐渡の伝統文化を保存していくことが大切であるということを市民に意識づけるような風にできないかと思う。

	Ｃ氏
	そこにいる人間は、意外と当たり前のことだと思ってそれが「文化」であることが分からないこともある。アンケートの作り方については、難しいところもあるが、「こういうものが佐渡にはあるのだな」という啓発につながるようなものを作ってもらえればと思う。

	鶴間係長（Ｆ氏の意見を代読）
	（当日欠席のＦ氏から事前にメールでいただいていた意見の内容を事務局より紹介。以下、Ｆ氏の意見）
Ｆ氏からの意見を読ませていただきます。
・「前回の文化振興ビジョンの中で歴史文化自然という文化振興ビジョンという表現がありますが、今回のビジョンの取り扱い範囲をある程度明確にする必要があります。」
→（鶴間係長）この点は、今日、趣旨の部分で議論いただいた、文化の範囲をとりあえず広く捉えて進めていくとういことで決まった。
・「文化振興の意味を考えると、振興というのは人との関わり合い、しかも現在の人と文化の関わり合いに関することと思います。単なる文化財の指定保護や、登録そのものは、直接振興とかかわるのかどうか」
→（鶴間係長）おそらく保存と伝承というような部分、文化財の保護というような部分を入れていたのでその部分に対する意見かと思われる。
・「もっともわかりやすい文化振興という意味では、能、文弥人形、歴史的な芸能を将来どのように発展させていくということであろうか。例えば真野の真明座は来年屋久島で招待公演を行う予定」→（鶴間係長）これも、活用等を含めてどのように残していくかという、考え方の意見だと思われる。
・「たたき台を見ると、基本目標から具体的施策とトップダウン出来ているが、実際にこれから何を行っていきたいかという、文化団体や市民の意見をもとに、ボトムアップで決めていくのがよいのではないか」
→（鶴間係長）おっしゃるとおりと思う。この点は、外部委員といいますか、皆様に協力いただいている部分、市民アンケートの部分で対応していく。
・「さまざまな情報の一元化のためのプラットホームが必要ではないか。佐渡の文化に関する様々な情報が把握できるようなシステム」
→（鶴間係長）これは、具体的な施策あたりの提案として、今後の参考にするべきと思う。
・「この文化振興ビジョンの中に自然に関する分野が入ってくるのかどうか分からないが、自然の分野でいえば、ジオや森里海の自然を含めた自然史博物館構想のようなものが必要ではないか」
→（鶴間係長）今回一応自然も含めて考えるということで、これも具体的施策あたりからご意見としていただく必要があると思う。
・「施策の柱に博物館が記載されているが、植物園の将来構想も含めて、博物館や民間展示施設も含めて再編や新設についての検討の必要」
→（鶴間係長）植物園とかそのあたりも含めて考えていく必要があるということだと思う。
・「基本目標に『世界に誇る歴史と文化の島』とあるが、自然を語らずには佐渡のすばらしさは語れない」
→（鶴間係長）今日議論いただいて、「世界に誇れる歴史と文化、自然」ということで考えていくことになったので、対応できていると思われる。
個人的感想も入れながらで申し訳ないが、以上のご意見をいただいている。
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	第２回検討懇談会について、30日の週に開催することを確認。
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